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　慶應義塾大学医学部。
　慶応といえば、一般的には「誇りさえ感じさせる貫禄のある正門に、校舎を囲む塀につ
たう長い蔓」という、時代を感じさせるイメージがあるのだが、発端から既に百年近くも
経つ医学部の校舎は、確かに古いとはいえど、再建しているせいか決して時代を感じさせ
るほどのものではない。また、校舎と共に建っている、真新しい付属病院も慶応の長い歴
史に反して見える。ただ、校舎と僅かに離れている“研究室”だけが、やたらと古く見え
た。
　しかし、どんなに新しく見えても、二本のペンが交差している章───即ち、慶応の塾
章だけは、確かに“慶応”の歴史を物語っていた。病院も、校舎も、古い研究室も───
全てが冠している塾章───百五十年もの前から、ずっと受け継がれてきた御名───永
きに渡ってその名を誇ってきた旧き塾、慶應義塾───
　そして、そこに神薙はいた。
　学生時代には毎日目の当たりにした景色を見ながら、彼はゆっくりと研究室の方へと歩
いていく。眉をひそめて、頭を掻きながら。
（……やっぱ、ＯＢが研究室に何も言わずに入ってっちゃ、まずいかな……）
　そう思いながらも、しかし歩調は落とさない。
（学生相手ならどうにかなるけど……見知った教授なんかに会ったらアウトだな……）
　俯きながら、学生時代、やたら厳しかった老教授の面々を思い出し、彼は顔をしかめた
（あのジジィ共に会う前に、何とかあの人に会わねえと……）
　半ば、天にすがる様な思いで、少しキョロキョロしながら、だがそれでも歩調はそのま
まで彼は進む。
（面会願いって事で、教職室にでも行った方が良かったか……いや、それじゃ、みすみす
あのジジィ共に見つかりに行く様なモンだ。）
　神薙は、俯いたまま道端の石を蹴飛ばしながら煩悶する。しかし、そうしているうちに
も彼と研究室との距離は刻一刻と狭まってきている。
（ここまで来て今更引けねえもんな……第一、わざわざここに来たのも、何かってったら
あの女から解放されたいがため……）
　そこまで考えて、神薙はふと、頭を上げた。見ると、ちょうど四つ角の所である。付属
病院の脇道から、彼は研究室の方へと右へ曲がろうとして……
　ドンッ
「あたっ。」
「痛てっ。」
　途端、誰かにぶつかってしまった。彼は、目の前でぶつかったと思われる右腕をさする
人に一言謝ろうとして……
（ゲッ！）
　その人を見て、驚愕の声を危うく洩らしそうになった。その人───若い男性は、ネク
タイをしめた、スーツ姿だったのである。
（スーツ姿……って事は、教授か！？）
　神薙はひどく焦った。少しでも冷静───というより、普通ならば単にスーツ姿の男を
見ても、サラリーマンか何かではと思うだろうが、大学の教授達に会いたくない一心だっ
た彼にとって、その程度の識別でさえ、いまや不可能であった。
（まだ若ぇ……この歳でスーツ着てる奴となると、よほどの堅物か何かか……ん？）
　その時神薙は、自分がどんな目で相手を見ていたのか、それははっきりと分かるはずも
なかったのだが、とにかくそんな双眸───スーツ姿の男が、自分と似た様な格好で、こ
ちらを見つめ返していた。しばらく（といっても、せいぜい一秒か二秒だが）双方、微動
動だにしなかった───が、いきなり金縛りから解放されたかの様に、二人同時に叫ぶ様
に言った。
「久池井さん！？」
「神薙！？」
  お互いに、指で指し合って目を丸くした。相手───久池井と呼ばれた男の方はともか
く、神薙はまさか今から会いに行こうと思っていた人間にこんな形で出くわすとは思って
もいなかったのだ。
「く……いや、本当に久池井さんなんですか？他の教授達みたいにスーツなんて着てて。
全然分からなかった。」
「……やっぱ神薙か、いや、ひっさしぶりやな～。何ヶ月ぶりかいなあ？」
　その、スーツ姿の男───見た目は二十代半ば（しかし、教授と呼ばれるからには最低
でも三十路近いであろう）、神薙と同じく黒髪の短髪で、やや日焼けがかっている好青年
は、なまりのある言葉でそう言った。二人並んで歩いていると、従兄弟くらいで通るほど
の若さだが、何を隠そう神薙の学生時代の恩師が彼・久池井輝夏であった。神薙は、その
歳の差があまりない事から彼を、「久池井さん」と呼んでいた。
「いやぁ、ホントにお久しぶりです。しばらく見ないうちに何か変わられてしまって。」
　神薙がそう言うと、久池井は襟元をつまむ様にして、
「ああ、このスーツか？　実はこのカッコ、ほんの二日か三日ばかし前からでな、なんや
他の教授……ほれ、お前なら分かるやろ、あの頑固ジジィ共や、教授のくせにだらしない
格好しおってなんぞ言いおってな、それで俺も気がむいた時くらい着てみよう思って。し
かし……ったく、人が何着ようが勝手やっちゅーのに。」
　答えがそのまま愚痴になってしまった。しかし神薙はその姿を見て、「相変わらずだな
あ」と内心ホッとした。格好が変わって、性格まで変わってしまったと思ったのだ。
「……んで、神薙。ここに一体何の用や？」
「あ、ええ。その前に久池井さん、今何か用事でもあります？」
「いや、俺はただの散歩やけど……ひょっとしてお前も散歩か？」
「へ？　い、いや、そういうわけじゃ……」
「んじゃ、ここらを通るカッコイイね～ちゃんを拐かすために待ち伏せを……」
「違いますって！」
　神薙は、苦笑いしながらも両手をわななかせた。
「冗談や、冗談……んで、ホントのところは何や？」
「ええ、実は……久池井さん、うちの……じゃねえや、慶応の研究室に、キャッド患者の
細胞ってあります？」
「細胞って……ははあ、お前、今キャッドの研究してんやな。」
　久池井は、神薙がこれから何を言おうとしているのかを全て悟った様な顔つきであごを
さすった。
「ええ、そこで、ですね……」
「分かった、みなまで言わんでええ。元といえどかわいい教え子のためや、一肌脱いでや
ろうやないか。」
「やったー、ありがとう久池井さん！」
　神薙は、まるでおもちゃを買ってもらう子供の様に喜んだ。その姿を、久池井も子供に
おもちゃを買ってやる父親の様に見つめる。
「さって、そんじゃあ行くとするかね、研究室に。」
　久池井は、背伸びをしながらしかし、父親の様ではなく、学生時代の同期の様な声色で
言った。
　二人は、「電子顕微鏡研究室」と旧文字で書かれてある、やたらと古そうな建物の中へ
と入っていった。医学部創立は確か大正六年だったっけか、と神薙はこれを見るといつも
そう考えてしまう。それだけ歴史を感じさせる建物である。一見、もうこれは廃屋なのか
と思うほど古いのだが、入り口から中を覗くと電気がついているのでかろうじてこの研究
室の現役さが分かる。その古い建物の中を、神薙は懐かしそうに視線を辺りに散らした。
「……変わってないなー、ここも。」
「ああ、ここが変わる時は、医学部全体が変わる時やろな。何たってこいつは、医学部創
立前から慶応を見守ってきたんや。いわゆる、慶応の守り神ってとこやな。」
「守り神、か……。」
　神薙は呟いて、視線を下に落とした。ややあって、唇の端を緩めて───しかし、苦笑
いを含めて、彼は視線を前に戻した。
「その守り神に対して、やたら嫌な思い出が多いのは、僕の気のせいでしょうかね？」
「さあな。それはあのくそジジィ共に訊いてくれ。」
　久池井は、顔を多少しかめて答えた。どうやら、彼もそのジジィ共（老教授達）を苦手
としているらしい。それを聞いて神薙は、老教授達に対して呪う様なうめき声をあげた。
　そうしている間にも、二人はどんどん進んでいく。湿っぽい（実際はそうでもないだろ
うが、廊下の薄暗さが神薙にそう思わせた）廊下を着々と進み、目的地に近づくにつれて
神薙は期待に胸を躍らせ、鼓動を早くする。それに気付いたのか、久池井が今気付いた様
に言葉を洩らした。
「そういや神薙……お前、最近になってキャッドの研究をしようと思ったのか？　そうな
ら、今までは一体何してた？」
「…………え？」
　神薙は、完全に不意をつかれたという様な顔で、久池井に聞き返した。
「ま、まあ……ごく基本的な薬学研究を。それが、何か？」
「基本的、か。お前らしくないな。いつも自分のしたい事はまっ先にやっていたお前が。
俺はてっきり卒業した後、速攻でキャッドの研究にどっぷりハマッたんやろと思っとった
んやが。」
　久池井にそう言われ、神薙はギクッとした。そう言われてみれば、学生時代は確かに、
久池井が言った様に、やりたい事をやるには手段を選ばない様な、一種の自己中心的性格
だった。それが、今では当時では考えられないくらいに遠慮している。いや、というより
は、遠慮させられているのだ。この事については今気付いたが、しかし彼は、その理由の
根源が何であるのかは熟知していた。
（真崎の奴か……俺が何か新しい事をすると、ついてまわって邪魔しやがるから……まさ
か、それを避け続けた結果がこう出るとは……）
　少し俯き加減で神薙は、そんな事を考えていた。久池井は、それを反省の色とみてとっ
たのか、気まずい表情で咳払いを一つして、
「ま、まあ神薙、人間誰しも進歩ばかりやない。たまにはとどまる事なんかもあるしな。
それに、今お前がこうして現状に気付いただけでも充分の進歩や。まあ、昔の事は忘れて
今から頑張ればええ。」
　その言葉を聞いて、神薙は「さすが久池井さん、俺の考えている事なんかお見通しって
わけか」と、久池井に尊敬の眼差しを向けた。ただし、彼の言った言葉の内容を、違う意
味で解釈して、だが。
　それを見て久池井は、これまた違う意味で満足げに頷いて、そして神薙をひしと見つめ
た。これまでに神薙が見た事のないくらいの、真剣な表情で。
「ところで神薙、一つ聞きたい事があるんやが……」
「？　何でしょう？」
「……いま真崎とはうまくやってんのか？」
「！！！？」
　驚いた……いや、呆れた、のか。とにかく、あまりにも唐突に、あまりにも思ってもみ
なかった事を訊かれ、神薙はその場に足を止め、しばらく何も言えなかった。
「……………………な、あ、は……はあ？」
　と、気力を振り絞って神薙は言葉をつむぎだしたが、それを見て久池井は双眸を半眼に
して、薄く笑みを浮かべながら、
「だ・か・ら～、真崎だよ、真崎奈瀬！　学生ン時、お前と仲がえかった女や！　まさか
今になって、彼女のコトすっとぼけるってわけやないやろ？」
　肘で神薙をつついたりする。神薙は、再び何も言えなくなった。というより、頭の中が
まっ白になっていた。脳細胞が、一バイト残らずフォーマットされた気分でもあった。
　しばらく、いやだいぶ後になって、ようやく神薙の脳細胞が復活した（どうやって再セ
ットアップしたのかは知らないが）。とにかく彼は、またぎこちない口調ではあるが、抗
議する感じで両手を開いて胸の前に出し、何とか喋りだした。
「い……いや……す、すっとぼけるもなにも……別にあいつとは仲よかったわけでもない
し……。」
「うっそつけ～！　お前ら研究ン時以外は、ずっと一緒やったやんか～！？」
「そ、それはあのアマが勝手に近寄ってきてただけで…………。」
「おぉぉぉーっ！！　するってえと何か！？彼女の方からモーションかかったっちゅうわ
けか？」
「あ────っ、もう、違いますってば！」
　会話の、あまりの内容に神薙はとうとう絶叫してしまった。その上、肩で息をしている
それを見て久池井はしばらく黙っていたが、肩をすくめて一つ溜息をついた。
「神薙……照れるなんて、それこそお前らしくないやないか。一体、今までお前に何があ
ったんや？」
「う～……照れる以前の問題なんですけど……。」
　神薙が涙声で抗議したが、しかし久池井はかぶりを振るだけだった。もはや彼には、神
薙の話は聞こえないらしい。
「まあ……ええわ。そのうち、照れる事なんてなくなるから。そうなってくると、二人の
仲はより本格的になってくる。二人はひとときも離れてなんかいられなくなる……即ち、
同棲！！」
　ここらあたりで、久池井は一人で熱狂気味になってきた。神薙は、もう諦めた、という
表情で、ボソッと久池井に言った。
「……久池井さ～ん、早く研究室に行きましょ～よ～。」
「……わかったわかった。そこまで言うならしゃあないな。しかし……」
　薄く笑みを浮かべて神薙の方を見る久池井に、彼は疲れ切った声を出した。
「…………何ですか？」
「照れてるのは演技で、実は既に同棲しちゃってる……なんて事はないか、さすがに。」
　薄い笑みを苦笑いに変え、久池井は頭を掻いた。それを見て神薙は、ようやく分かって
くれたかと、きびすを返した久池井の後について行き……
「！！！」
　彼は、身の毛もよだつ恐怖感に襲われた！　それを気配で感じ取ったか、久池井が足を
止め、その場で振り向いた。
「神薙……どうした？　一体……」
　久池井の言葉に、神薙は危うく声に出してしまいそうになったが、それでもかろうじて
絶叫は心の中にとどめた。
　それも、今更の様に。
（同棲、してんじゃん！？）
　午前十時前。西村冴樹は、東京の地を踏んでいた。
　「神薙の捜索」を中川に依頼され、その翌日の一便で東京に来たのである。十分余裕を
持って出発してもよかったのだが、根が真面目である彼は、まっ先に出発してないと、い
てもたってもいられない状態になってしまうのであった。
　そして、そんな真面目であるがゆえに、まっ先に来たのもここであった。
　信濃町。
　慶應義塾大学の、医学部がある所である。西村は今、その信濃町駅にいる。しかし、こ
こに来たからって神薙が見つかる保証があるというわけではないのだが、彼は、今日自分
が泊まる宿を探すよりも早く、ここへ来てしまったのである。
　無論の事、重い荷物は持ったままである。しかも、東京に着いてはや一時間が経ってい
たので、いい加減、腕や肩がだるくなってきていた。その上、そのせいかまだ十一時過ぎ
というのに腹もすいてきている。
「……腹減ったのぅ…………。」
　あまりの空腹に、思わず方言まじりの独白が洩れてしまった。西村自身も、その独白を
聞いてハッとした。
（いかん……こりゃ早いとこ、どっかで昼飯食ったほうがいいな。）
　彼は駅を出ると、右に軽食店があるのに気付いた。その場に置いていた重い荷物を背負
い、あるいは手に持ち、重い足取りで何とかそこまでたどり着いた。
（これで何とか体力は回復するだろ。）
　西村は、そこで手軽なものを二、三注文し、あっという間にたいらげてしまった。
（さて……問題は今からどうするか、だ。）
　勘定を済ませ、再び重い荷物を持って西村は店を出た。が、そこで足は止まってしまっ
た。今からどうしたらいいのか分からない。どうしようか迷っているうちに、そこは通行
の邪魔である事に気付いた。店の出入り口の前に立っていたのだ。
「あ、すいません。」
　西村は、自分の目の前でこちらを覗き込んでいる男を見て、あわててその場を離れた。
（とりあえず…………歩くか。）
　そんな、西村は自分らしくない事を考えつつ、とりあえず住宅街へ向けて歩き出した。
何故、住宅街なのかと別に意味はなかったが、軽食店の後ろが住宅街だったというだけの
事だった。
（……やっぱ東京の町だけあって、家との間隔が狭いなあ。）
　住宅街というのは、東京に限らずそういうものなのだが、西村はとにかく、暇にならな
いよう、独白をわざわざ標準語で、頭の中で連発していた。真面目な西村は、何か目的を
持って行動しないと気が済まない人間だった。だから、ただこう歩いているだけでは、暇
で暇で仕方がない。と───
　ちょっと早い昼食をとってから、ものの十分も経ってないだろうか。何か、妙に既視感
のある建物が、ちらっと西村の視界に入った。
（…………何だ？）
　西村は、その建物の前で足を止めた。周りの住宅と比べると、一回り大きい、二階建て
の建物。その二階の、小さなベランダにはベッドシーツと思しき物が二枚、干してある。
そこから視線を落としてみると、一階には庭が殆どなく、かわりにシャッターの降りた、
車庫があった。ふと気が付くと、自分の立っているその家の前の道は、そのまま車道につ
ながっている。一まわり大きい建物、車道に
つながる道、東京にある───ここらではちょっと名の知れた、金持ちの家？
　ここまで連想して、顔を手で覆って西村は呆れた様に一つ、溜息をついた。
（こんな家に既視感があるわけないじゃないか。第一、ここは東京なんだぞ。今日の俺は
どうにかしてるんじゃないのか……？）
　顔を覆っていたその手でそのまま頭を掻き、西村はその場を通り過ぎようとした。その
時、また何か既視感の様なものが、彼の脳裏に瞬いた。何かこう、まだ幼い頃の思い出の
様な、ノスタルジックを感じさせる───
（……一体何なんだ、この感じは？）
　そう思って、今度は足を止めずにその建物
の方を見やる───すると、さっきは見えなかった一階の内部が、ガラス越しにはっきり
と見えた。
（───薬？）
　訝って西村は、再度足をとめた。その一階には大量の薬が積んであり、あるいは並べら
れてあった。そして、その一つ一つに値札のシールがはってある。
（薬局屋？　そんなものに何で既視感があるんだ？）
　すぐそばにある自動ドアから、中に入って見てみようとしたが、それはすぐにやめた。
首を傾げて考えているうちに、ガラスの向こうで何かが動いた。二階から店員らしき人が
降りてきたのである。
（やべ、客と思われちまう───）
　西村はあわてて、その場から去ろうとした。しかしその時、その店員の女と西村との目
が一瞬合って───
「え？」
　思わず、西村は声を出して足を止めてしまった。目が合った女も、一瞬その場に佇んで
いたが、やがてこちらに手を振ってきた。どうやら、自分を呼んでいるらしい。
　それを見て、西村は上を見た。この薬局屋の看板を見たのだ。そこには、青い字で「真
崎薬局」と大きく書かれてあった。
「この薬局屋……真崎んちか！？」
　既視感の謎が氷解し、西村は思わず声に出して叫んでいた。この看板が、さっきから視
界の隅に映っていたのである。ただそれを、目では見ていたが彼はそれに気付かなかった
のであった。
（司から聞いていたけど……こんな所にあったなんて！？）
　そう思っているうちに、真崎の方が店から出てきた。小学時代のクラスメートだった二
人は、東京で十五年ぶりの再会を果たした。
　電車の揺れが懐かしい。考えてみれば、一人で電車に乗るなんてのも、何ヶ月ぶりの事
だろう？
　電車に揺られ、流雲はそんな事を考えていた。電車に乗るという事以前に、外での単独
活動自体が既に久しく思える。外に出るといえば、大抵父や兄についていくという、何か
の医療福祉活動もどきか、稀にある、家族での外食……まあ、これも似たものではあるが
何にしろ、この最近ろくな外出がなかった。
「外の空気はうまいな、やっぱり。うん。」
　そんな独白を、電車から人混みの多い駅に降りた流雲は、さわやかな表情で言った。そ
んな彼の姿を見て、怪しげな視線を向ける者、あるいは「この都会ん中でそんな事言って
られるなんて、頭がどっかイカれてんじゃねえのか」といった目つきで睨む者など色々な
反応を示す人間が多々いたが、今や地球は自分中心に回っているものだと思い込んでいる
流雲にとって、そんなものは眼中に映らなかった。
　エスカレーターに乗り、自動改札機を通って外に出る。こんなもの、一般人には日常の
事だが、今の流雲にとってはその一つ一つが楽しくて仕方がない。これならもっと早くに
家から出るべきだったと、彼は悔やんだ。
「父さん達がいない一日が、こんなに楽しいなんて思わなかった。」
　すっかりご機嫌になっている流雲は、何かおもしろそうなものはないか、辺りをキョロ
キョロ見回した。と、
　グゥ～
「…………あ。」
　流雲は、間の抜けた音でふと、我に返った。自分の腹が鳴ったのだ。腕時計を見ると、
十一時半を回るところである。しかし、久々に体を動かしたせいか、彼の腹時計はもう昼
過ぎを指していた。
「そっか……研究に来たんだっけ。そうでなけりゃ、別にここに来なくてもよかったんだ
もんな。」
　そう独白して、流雲は後ろを向いた───そこには、この駅名が記されていると、彼は
思ったからだ。
　信濃町駅。
　大学の医学部で、国内一・二を争う、慶應義塾大学。この駅前すぐにあるのがそれであ
り、また流雲の目的地でもあった。
（「 Ｍ・Ｄ 」の者だ、と言えば、しばらくの間くらいは研究室の中には入れさせてくれ
るだろ。）
　いつも心の棘になっている「Ｍ・Ｄ」も、今日ばかりは役に立つな、と付け加えて流雲
は、苦い表情で思った。が、
　グウゥ～……
「……………………。」
　腹の音は、どうしても鳴き止まない。仕方なく、少々早いが昼食をとる事にした。
「さて、どこにしたものか……な？」
　独白しながら辺りを見回すと、右に軽食店があるのに気付いた。
「よし……あそこにしようか。」
　なるべく安くて量の多いものがいいと、金持ちの次男坊のくせに割とケチな事を考えつ
つ、流雲はその店へと足を運んだ。
　だが、店の目の前まで来たという所で、彼は足を止めた。いや、止めざるを得なかった
のだ。店から出てきた一人の男が、その場から動こうとせず、何やら考え事をし始めたの
だ。
　しかもその男は、格好からしておかしかった───歳は自分と同じくらいか、今では珍
しい、前髪を立てた黒の短髪に、上下の色をセロリアン・ブルーで合わせたジーンズ姿、
これはまあ普通の格好であるが、見るからに重そうなバッグを肩と足元にそれぞれ一つず
つ持っており、それらがちょうど店の入り口を塞いでいた。旅行者か何かであろうが、こ
の格好で、店前で俯きながら考え事をしている、という図は、いくらさっきまで頭の中が
幼児期に戻っていた流雲から見ても、決して一般的なものには見えなかった。
（一体、どうしたんだろう…………？）
　そう思い、彼は目の前の男の顔を覗き込んだ。それでも男はしばらく、考え込むという
表情は崩さなかったが、やがてこちらに気づいて、こちらを店の客と思ったのか、
「あ、すいません。」
　と言って、あわてて荷物を持ってその場から去っていった。足取りがあまりしっかりし
ていないところを見ると、よほどの長旅だったのか、あるいは腹がすき過ぎてフラついて
いるのか───金がなくて、店の前で食うか食わまいか迷っていたんじゃないのか？　と
流雲は思った。
（もし、そうなら……悪い事したかな、昼飯くらいならオゴってあげたのに。）
　それも一番安い奴だけど、とあくまでケチさを貫いて（？）流雲はその店へと入ってい
った。
　キィ、とかん高い音をたてて、そのドアは開いた。神薙はその中を見て、ホッと安堵の
溜息を洩らした。一年前から全く変わってない。懐かしい研究室は、彼を一年前と同じ姿
で迎えてくれた。
　この研究室は、久池井担当の一室であり、学生時代、彼と早くから親しくなった神薙は
カリキュラムにまだ研究授業が含まれてない頃から、昼休みとか暇な時によくここに連れ
てきてもらってたし、一人で静かに研究したい時には、しばしばここを使わせてもらった
事もあった。神薙にとっては、思い出深い研究室である。
「建物自体もそうだけど、やっぱりここが一番懐かしく感じるなぁ。」
「そうやろ。何たって、最初にここに来たのは、入学してまだ一週間経ったかくらいやも
んな～。」
　久池井は、やたら古い研究室の中にある割には、真新しく見える棚から小さな試験管を
一つ取り出し、神薙に振って見せた。管の中には、かろうじて肉眼で見える小さい何かが
揺れている。
「ほれ、これがキャッド患者の細胞や。」
　言って、久池井はそれを、神薙に向かって無造作に放り投げた。神薙は唖然とした顔で
それを何とか両手でキャッチした。ついでに訪ねる。
「え、あ、あの、久池井さん、これって……個人の所有する試料ですか？　だったら、こ
れがないと久池井さん自身の研究ができないんじゃ……？」
「なあ、神薙。」
　神薙の言葉を遮って、久池井が静かな口調で言ってくる。真崎の事を話した時とはまた
違う、真剣な表情で。それを聞いて神薙も、口をつぐんで彼の言葉に耳を傾けた。
「さっきも言ったが……俺はな。お前は大学を卒業したら、まっ先にキャッドの研究を始
めるもんやと思っとったんや。ここで。研究
にいるモン揃えて───お前が今持ってる試験管は、お前用の───つまり、お前の試料
や。今日までお前がここに来るのを、俺はずっと待っとった。」
　静かな口調で。しかし、一言一言に熱意のこもった久池井の言葉を、神薙はその場でじ
っと聞いている。
「やりたい事をまっ先にやってたお前に、今までどんな事があったのかは聞かん。今日、
こうしてここへ来てくれたわけやしな。一年前のお前と、さっぱり変わってしまったって
事はなかった。やけど、」
　試料の入った試験管を持つ両手さえ、微動だにさせずに、神薙は久池井の双眸を見つめ
ただ、ひたすらに彼の話を静かに聞き続ける。
「やけど、今までに大きな空白ができたって事実は変わらん。キャッドに対する知識は、
俺には多少なりともあるが、お前にはない。仮にあったとしても、それは俺の比にはなら
んやろな。」
　そこまで言って、久池井は急に久池を閉じた。神薙もそこで緊張が解け、目を丸くして
いる。
　そして、やがて久池井は意地悪げな笑みを浮かべて、言った。
「だから、今日は俺よりキャッドについて理解しないうちは帰さんで。いくら真崎がいな
いと寂しいってもな……けど、まずその前に腹減ったから、昼飯食いに行くか。オゴって
やるから。」
「…………はいっ！」
　神薙は、嬉しそうに答えた。
　一年前まで、教師に見せた学生の笑顔で。
　研究なんて、久しぶりだ。真崎の家で毎日やっているはずなのに、神薙はそう思った。
懐かしい研究室で、自分のやりたい研究をする、恐らく、これが久しぶりと思わせる要素
なのだろう。
　久池井は今、ここにはいない。何でも、今まで自分が研究して得たデータを、車の中に
忘れてきたらしい。そこがいかにも久池井らしいと、神薙はそれを聞いた時、「やっぱり
この人は変わってない」と、改めて思った。今日は電車で来たので、彼の住むアパートの
近くの、駐車場まで取りに行ったのである。往復二時間足らずだが、ちょうど帰ってくる
頃に、彼の受け持つ授業が入っているので、正味三時間半は、ここに帰ってこない。
　しかし、神薙にとって、それはかえって好都合だった。しばらく一人で集中して研究し
たかったし、それに研究している間は時間感覚がなくなってしまうので、三時間半なんて
あっという間に過ぎてしまう。この間に、久池井にどれだけ近づけるかと、神薙は正直苦
悩した。研究するのに三時間半という時間なんて、はした時間なのである。ひょっとする
と、久池井は嘘を言って外に出てくれたのかもしれない、と神薙は思ったが、すぐに考え
るのをやめた。彼が帰ってきて、真偽のほどはどうか聞こうとしたというのも、同じ事だ
　試料を扱う手の動きを早め、神薙は思考を研究一色にした。細胞をプレパラートの上に
乗せ、カバーガラスを被せ───顕微鏡でどんな風に見えるのかは、以前テレビ番組で特
集していたのを見たので、大体は知っている。しかし、実際に顕微鏡を使って見るのとそ
うでないのは、やはりどこかが違う。見えなかった部分が見えるとか、感想が違ってくる
のだ。彼はカバーガラスを乗せるが早いか、顕微鏡を覗き込んだ。
「……………………！」
　顕微鏡を通して彼が見た物は、“核”だけの細胞───いや、“核”以外のもの全てが
消失している細胞だった。その“核”ですら、心なしか朽ちかけて見える。いや、実際そ
うなのかもしれない───ミトコンドリアやゴルジ体、リボソームといった、細胞活動に
不可欠なものが一切、細胞の中からなくなっている。ざっと見て、以前テレビで見た細胞
の様子と一致している事を彼は確認した。
（細胞内が崩れて、外に出た？……いや、違うな。細胞膜が無傷なところを見ると、内面
のみの変化って可能性が高い事になるが……）
　試料の細胞の解析を進めるごとに、一つ、また一つと倍率の段階を上げていく。
（最初は、斑血球減少症の様な類の病状かと思ったんだが……こうも、細胞だけに変化が
見られるなんてな……だが、外に排出せずに、細胞内のものがなくなるだろうか？　細胞
内に入り込んだウイルスゲノムがそのまま変化した？　それとも、そこから……消滅し
た？……まさかな。そんな、非科学的な事が、あるわけがない……。）
　額に数滴の汗を浮かべ、神薙は目に映るもの全てを凝視した。プレパラートをずらしな
がら、細胞の全体を。
（しかし、実際になくなっているんだから、こうやって調べていけば、いつか謎を解く糸
口は見つかるはずだ……。）
「無駄よ。」
　声は、唐突に神薙の後ろから聞こえた。
　だが、しかし研究の真っ最中である彼には全く聞こえてないらしく、驚くどころか何の
反応も示さない。だが、それを声の主は、肯定の姿勢と見てとったか、話を続ける。
「顕微鏡で見るだけでは、永遠に謎は解けないわ……何故なら、実際に細胞内から消失し
ているんですもの。」
　どうやら女の声───真崎ではないらしいが、神薙は未だ、それが聞こえたという素振
りを見せない。それを今度は無視されたと思って、声の主───女は、神薙の座る椅子に
近寄ってきた。
「……ねえ、聞いてるの？」
　耳元で訊いてみるが、やはり反応はなかった。女はしばらく考え込み、そして思いつい
た様に、また耳元で言ってみる。
「かんちゃーん、今日の晩ご飯は、かんちゃんの好きなカレーだよぉ。」
「何ぃーっ！？　今日は久池井さんと晩飯食うって約束してんのに、よりによってお前は
そんな日にカレー作りおってー！」
　と、神薙が振り向き叫んで───
　そこで彼は、我に返った。
　見ると、さっきまで自分一人だった研究室に、見慣れない女が一人、立っている。端整
な顔立ちに、どこか大人びた双眸からして、彼女が教授でないと考えると、歳は大体二十
三、四あたりだろう。髪は顔によく似合う澄んだブルーで、やや長めのショートカット、
よく見ると双眸までもがブルーである。まだ春とはいえ、今日は少し気温が高いせいかＴ
シャツに半袖一枚という薄着である。背はまあまあ高く、百六十センチの中程といったと
ころか。学生か、と神薙は一瞬思ったが、授業では使わないこの部屋に、普通の学生が立
ち入ってくる事はまずないので、その考えは却下した。それに何より、この女は真崎の声
を真似たのだ。しかも、自分の好物まで知っていたとなれば、怪しい事この上ない。神薙
は目の前の女を凝視し……しばらくして頭を掻きながら、溜息を一つついて言った。
「何だ……真崎の変装か。」
「違ううぅぅっ！」
　まさか、そう言われるとは思ってなかったのだろう。女は整った顔を乱す様に叫んだが
神薙はただ、きょとんとしただけで、これといって驚いたという様な表情は表さなかった
「……そっか……そうだよな、真崎の奴はこんなに美人じゃね～し…………かといって、
まさかここまで綺麗になれるほど変装がうまいってわけないし……。」
「そうそう、違うの。」
「んじゃ、ただの変わったシュミをもったね～ちゃんか。」
「だから、何でそーなるのぉ！？」
　とうとう女は、ブルーの髪を振り乱してそう叫んだ。しかしそれを、神薙は至極冷静に
見つめている。ただ、ちょっと唇を緩ませて。
　───しばらくして（いや、ようやくといった方がいいか）、女は自分がからかわれて
いるんだという事に気付いた。
「……ちょっとは、私の話も聞いてほしいんだけど？」
「あいにくと、そんな暇はないんでね。」
　言って神薙は、幼い子供を扱う様な口調で、
「ほらほら、ガキは帰った、帰った。ここはお兄ちゃんしか入れない、立入禁止の部屋な
んだから。」
「……私、六年なんだけど？」
　女はブルーの双眸で、ね？　と言う様に神薙を見る。しかし、神薙はこちらを向いてい
る彼女の顔を両手でむりやり出口の方へ向け、
「同じ事だよ。ここは久池井教授か、または彼に許可を得た人間しか入れないんだ。ここ
の学生なら───それも、六年だってんならなおさらだ。知ってるはずだろ？」
　そう言って、彼女を研究室から追い出そうとする。彼女は、「ちょ、ちょっと待って」
と言いながらそれを制するが、神薙はそれを聞き入れない。
「ま、待ってよ。私、あなたに話があってきたのよ？」
「ああ、それなら研究にめどが付いてからにしてくれ。ったく、真崎じゃあるまいし。」
　───と、そこまで言って、ふと神薙は言葉を途切った。
「そういや……お前、何で俺や真崎の事、知ってんだ？」
　それを聞いて女は、しめた、という顔で神薙と対峙する。それを見て、今度こそ神薙は
驚愕の表情を見せた。
　彼女は少し首を傾けて、神薙をブルーの双眸で優しく見つめる様にして、言った。
「私は、法井瑠奈───あなたに、キャッドの治療法の完成を依頼したいの。」
　法井とか名乗った女の話は、ざっとこんな感じだった───
　キャッドは、物理的病原体を持たない病である事。また、それは今や、世界の三パーセ
ントを蝕み、このままではあと二年もすれば、世界は滅んでしまうという事。そして彼女
法井は、実は人間でない───地球という星の、いわば分身の様な存在であること───
　こんな話を、神薙は法井に聞かされた。
　が───
「信じて……くれないの？」
　うん、と神薙は、問答無用で頷いた。
　それもそうだろう。いきなりこんな話を聞かされて、すんなり信じる方がかえっておか
しい。なのに法井───彼女の話を信じるならば、我等が星、地球とその存在を分かち合
った者───は、その神薙の態度を見て、えらく不思議がった。
「何で、私の話を信じてくれないのよ？」
「じゃあ、お前は何で俺がそんな話を信じると考える事ができるんだ？」
「だって、あなただもの。」
「？」
　神薙は、目を丸くした。何で俺だから信じるんだ？　と自問してみるが、どうも解答が
浮かんでこない。
「……なあ、何で俺なら、信じてくれるって思ったんだよ？」
「だって、あなたこのテの話、結構分かってくれるみたいだからさ。」
「いや、だから、何でそう思うんだよ？」
「だって……あなた、あの真崎さんと住んでるじゃない？」
　ブッ
　思わず、神薙は吹き出してしまった。どうやら、まだ久池井と話していた時の「同棲」
で受けた精神的ダメージが残っているらしい。
　が、
（確かに……）
　と、そう思われても文句は言えない、と少なからず、自覚はした様である。それを見て
法井は満足げに頷いて、
「だから信じて。最初は無理としても、すぐに信じてくれる様になるから。心底にね。」
「だ、だからって……そんなんでンな事、急に信用してたまるか！　それにお、お前……
本当に一体、何者なんだ？　本当はどっかの精神病院から逃げてきた患者とか、そんな奴
じゃないのか？」
　まだ少し、狼狽えているらしく、神薙が言葉を途切れさせながら法井に訊く。
「言ったでしょ。この地球の分身だってね。」
　言って法井は、もしさっきの話を聞いてなかったら一目惚れしてしまいそうなウインク
を一つ、してみせた。
　神薙は、どうしたらいいか困っていた。あの法井の話はいまいち信用できなかったが、
しかし何故かこのまま研究を続けても、成果は上がらないだろうと思っていたからである
それが、もしそうでなかったら世界中の医者のうちの誰かが、今頃何らかの治療法の手が
かりを掴んでるだろうとか、そういった打算的な考えからきているのかどうかは、神薙自
身には分からない。
　今、法井はこの研究室にはいない。何でも彼女曰く、「やがてここに、研究におけるパ
ートナーとなる人が来る」のだという。何でそんな事が分かるんだ、と神薙が訊くと、
「私には、地球上の事は何でも分かるのよ。勿論、上空にあるものだって、大気を通じて
知る事ができるわ。過去の事だって覚えてる。四十六億年前の事も、はっきりとまではい
かないけど、ね。だから、あなたがカレーが好きだとか、愉快な真崎さんと同棲してるっ
て事も知ってるわけ。」
　これもいまいち、信じられる話ではなかったが、“愉快な真崎”と聞いて、妙に信憑性
が出てきたかな、と彼は思い始めた。
　ちなみに、彼女は別に六年前からここにいるわけではなく、周りの人間の記憶を操作し
て、自分の存在を過去からあるものだと「仮定」させているらしい。そして彼女は同様に
大学の人間を少し操作し、その“客”を本来、関係者以外入ってこれないこの研究室に、
招くというらしいのである。
（客……か。一体、誰だ？　どこかの医者のお偉いさんか、それとも……親父？）
　困る、というよりもむしろ、彼は緊張していた。どんな人物がここへやってくるのか。
それが彼の思考力を奪っていた。
　───そして、それは唐突にやってきた。
　コン、コンッ
　ピクッ、と肩がひきつったのが、自分でもはっきりと分かった。ドアがノックされるの
を聞いて、神薙は思いのほか驚いた。
（き、来たか……とうとう…………！）
　彼はゴクッと唾を飲み込み、ノックされたドアの方を見た。この向こうに、“地球”が
世界中から選んだ、自分への客が佇んでいる───まだ、法井の話を信じたというわけで
はないが。
　しかし、現にこうしてその客とやらはやって来たのだ。神薙は呼吸を落ち着かせて、で
きるだけ平然とした声で迎えた。
「……どうぞ。」
　キィ、と久池井と入ってきた時と同じ音をたてて、ドアは開いた。神薙の鼓動も次第に
早くなっていく。彼は、そのドアノブを回してきた人物に、恐れる様に目を向けた。
　だが、その恐怖心は一瞬にして氷解した。その人物とは、髪は薄茶で、ジーパンに赤の
ジャンパーを羽織った、歳が自分と同じくらいの青年だったからである。いや、顔に幼さ
が残っているせいか、もう少し若くも見える。もっというと、後ろに背負っている青のリ
ュックが、彼の外的年齢をもっと下げていた。何にしろ、てっきりどこかのお偉いおっさ
んか誰かが来るものだと思っていた神薙は、安堵というよりは呆れたという溜息をついた
「何だ……ガキか……。」
「……は？」
　その人物───想像よりはるかに若かった
男は、神薙の呟きに目を丸くした。それを見
て神薙は、さすがにヤバいと思ったか───だが、それにしてはやたら冷静に、
「あ、いや。こっちの事。それより……一体、ここへどんな用事で？」
　右手を振って、疑問の視線を相手に向ける。
　男は、さっきの神薙の呟きがあまり聞こえていなかったのか、ああ、と少し顔を上げ、
「はい。ここでしばらくの間、医学研究をさせてもらいたいと思い、参じました。」
　と、きちっとした姿勢で答えてくる。神薙は、（まさか、こいつはどっかのお偉いとこ
のぼっちゃんか？）と、男の反応を見て、また少しビビりだした。
「ここでの研究の許可を依頼しましたところ、こちらの研究室に、この大学の出身者を代
表する方が既に研究を行っているとお聞きしまして。」
（だ、代表……？）
　神薙は一瞬、それが自分の事を指しているという事に気付かなかった。
（あんの、法井のくそアマ……！）
　と、気付いてからさらに胸中で毒づく。
（何で、俺の周りには変な女しか寄ってこないんだ！？）
　しかし、それを寄せ付けている自分が変なんだから仕方ない。それに気付かない神薙を
さておき、目の前の男は話を続ける。
「それで、しばらく……ほんの、二、三時間ほど、私も一緒に研究をさせて頂けたらと…
…。」
「…………なるほど。」
　神薙は、思いっきり（この場をどこかで見ているに違いない法井に）怒鳴り散らしたい
気分を押さえ、声を押し殺す様に、言う。
「それで……君は一体、どなたなので？」
　と、そこはかとなく、さっきより丁寧な言葉で尋ねる。
「あ、申し遅れました。私、明智流雲と申します。」
　そう言って、その男───明智流雲は、ペ
コッと一つ頭を下げた。その、彼の仕草を見ながら今聞いた名を神薙は、胸中で反芻する
どこかで聞いた覚えがある───
（……と、待てよ、確か！）
「明智って……ひょっとして、あの、「医学王朝」の？」
「え、ええ、そうです。一応、その一人という事になっているんですが。」
　神薙がびっくりして聞くと、彼は何故か照れくさそうに頭を掻いて言った。神薙が知っ
ていたのは、自分より三つ年上───つまり二十九歳なのだが、樹という名の男とその父
親にして二代目・明智秀治の二人だけだったのだが、まさかもう一人───樹の弟なのだ
ろう、流雲がいるとは知らなかった。何より、今までテレビや雑誌で「Ｍ・Ｄ」の特集な
んかを見た事があるが、出てくるのは決まって先の二人で、弟に触れた事は全くなかった
仮にあったとしても、それを見た事は少なくとも神薙にはなかった。
「それで……“一応”ってのは？」
「ええ。それは……えっと……」
「ああ、俺は神薙、神薙司。」
「神薙さん、今まで「Ｍ・Ｄ」について何か聞いた事はありますか？」
「……ん？　あ、ああ、有名だしな。」
　自分は知らないとはいえ、相手は有名人という事で、どんな言葉遣いで接すればいいの
か神薙は迷ったのだが、相手の方が敬語で話しているので───どうやら、自分の事をか
なりの大物と見ているらしい───成り行きにまかせて、このまま普通に話す事にした。
もし何かあったら、法井のせいにすると心の中で決めておく。
「……で？　それが何か？」
「ええ。それについて、あなたはどう思われます？　率直な感想でいいですから。」
「どう……って言われても、なあ……。」
　気まずそうに神薙は、あさっての方を向いて頭を掻いた。「Ｍ・Ｄ」の事を普段、格好
つけだの何だのと言っている神薙だが、さすがにそれを当の「Ｍ・Ｄ」の人間の前では言
う事はできない。かといって、ありきたりのお世辞も言うつもりはない。お世辞を言うと
いう事は、彼にとってどうも虫の好かない事であった。
「……まあ、医学一筋の一団体というか……。」
「あ、僕の事はかまわなくて結構ですよ。僕も「医学王朝」についてよくは思っていませ
んから。」
　頭を掻きながら言う神薙を見て、流雲はそう、手を振りながらさらっと言った。どうや
ら、神薙が苦しまぎれに言葉を選んで言ったのを見抜いている様である。何にしろ、それ
を聞いて神薙の態度は一変した。
（それ、もっと早く言えよな！）
　胸中で毒づき、一つ咳払いをしてから改めて、神薙は話し始めた。
「まあ、そう言うなら……えっと、先人の威光をかざす事しかできないバカの一つ覚えの
集団及び三度のメシより金好きハデ好きで言ってる事とやってる事とが矛盾しまくってい
る超激烈究極暴発口先野郎……」
「ちょ、ちょっとストップしてくれません？」
　唇をひきつらせ、あまつさえ冷や汗をかいて流雲は、まるで早口言葉言っている様な神
薙に割って入った。
「……今さら、「こんな事言ってる人がいました」とかって親父にチクるってんじゃ……
ないよな？」
「違います、違いますけど……今言ってた事って、神薙さんの素直な意見です……よ
ね？」
「そうだよ。」
「テレビとかで見た限りの「Ｍ・Ｄ」について？」
「もちろん。」
「実は「Ｍ・Ｄ」の内部状況は知っている……とか？」
「どうやって知るんだよ、そんなモン。」
「……つまり、一般人が知っている様な「Ｍ・Ｄ」についての知識だけで……」
「あー、だから、つまり君は、俺が実は「Ｍ・Ｄ」の実体を知っているとでも言いたいの
か？　思った事をそのまんま言ったつもりだけどな、俺は。」
　しつこく言い寄ってくる流雲を横目に、神薙は頭を掻きながらそう言い捨てた（ほんの
数分前まではビビりまくっていた神薙だが、相手が下手にでると分かりきった途端にこれ
である）。神薙の言葉を訊いて、流雲は何故か、どこか嬉しそうな表情でもう一度、神薙
に訊いてきた。
「本当に……そうなんですね？」
「だからそうだって……それが何か？」
　いい加減しつこそうに神薙が言うと、にわかに流雲の顔がパアッと明るくなり、
「ああ、よかった！　一般人でもそう思っている人がいたんですね！　僕はまたてっきり
「Ｍ・Ｄ」って、世間では東大出の超エリート集団で医学者の鏡とか、そう思われている
のかと思ってました。」
　そう、にこにこ顔で一気に言い終えた流雲の顔を、神薙は半眼でしか見る事ができなか
った。神薙の、その反応に気付いたのか、
「あ、いえ、別に僕はヨイショをしているわけではありませんよ。ただ、父さん達の偽善
者ぶりに、世間にどれだけ騙されていない人がいるかを知りたかっただけで……。」
　と、両手を振って言い訳（らしき行動）をするのだが、無論それを神薙は素直に受け入
れるつもりはなかった。
　神薙は、深い溜息を一つつき、半眼のままである双眸を流雲に向け、
「そうじゃなくてなぁ……その、なんだ。あんたもその、“一応”であれ、「Ｍ・Ｄ」の
一員なんだろ？　だから、あんたの言ってる事は、あんた自身の惚気にしか聞こえないん
だけどな、俺は。」
「あ、そんな事ないですよ。現に僕は、東大出なんかじゃありませんから。」
「東大出じゃ……ない？」
　神薙は目を丸くした。惚気にしか聞こえていなかったとはいえ、彼は確かに“東大出の
エリート集団”というイメージを少なからず持っていた。その集団の一員が、東大出では
ないという事実は、彼を驚愕させた。
「東大出じゃないって事は……でも、いや、それに近いレベルのとこなんだろ、どう
せ。」「いやぁ、僕は山口大の出でして。」
「へぇ、やまぐ……山口！？」
「？　何か驚く事でも？」
「い、いや、別に。何でもない。いや……ところで、君は歳、いくつ？」
「え、はあ、二十六ですけど……。」
「あ、そ、そう……いや、ほんと、どうでもいい事なんだけどね。」
　言いつつ、あわてて両手を振ってみせる。それを見て、しかし流雲はおかしげに首を傾
げてみるのだが。
「あ、ああ、そうだ。そんな所で立ってるのもなんだから、こっちに来て座ったら。君の
医学研究とやらの事についても色々と訊きたいこともあるし。」
「え、あ、はい。そうですね。」
　少し、返事にぎこちないところもあるが、流雲はそれでも神薙の隣に着いた。それを横
目で見ながら、神薙は疲れた溜息を一つつき、思った。
　あの時山大にいってても、こいつがいたんだな、と。
　机に頬杖をついて、彼は思う。
　時間の流れというのは早いもので、もう時計は五時半を回ろうとしている。ついさっき
まで、ここにいて自分と一緒に研究していた「医学王朝」の次男坊というのも、もうここ
を出て三十分が経とうとしているのである。そしてもう、大体の予想ではあるが、もうじ
き久池井もここへ帰ってくる───それまでのこの数時間の間に、自分は一体何をしてい
たのかと、頭の中で反芻してみる。
　この数時間で、自分は確かにキャッドという病に対しての知識を深める事はできた。し
かし、それは決して自分が以前まで期待していたものという意味で、とは言えない。それ
が一体どんな理由でそうなのかは、彼自身にとって分かりかねない。分かりかねない事で
はあるが……
「やっほ～、元気してる？」
「……………………。」
　───が、大体この女（？）が原因であるという事は、おおまかの予想がついていた。
「……一つ、訊いていいか？」
　神薙は頬杖をついたまま、後ろを振り向かずに今日一日の中で最も深く、そして疲労感
の濃い溜息をついて言った。
「どうぞ、なんなりと。」
「お前は、一体どういう目的で俺に奴を会わせたんだ？」
「奴？」
「とぼけるなよ、あいつだ、明智流雲。」
「別にとぼけてなんかいないけど……でも、何かその様子じゃあまり納得してないみたい
ね。」
「当たり前だっ！」
　そう叫んで、神薙ははじめて後ろに振り返り───
「いいか！」
　目の前に立っている女───法井を指さしながら、さらに叫び続ける。
「俺は怖かったんだぞ、心底ビビってた！　一体、どんな大物が来るのかと思ってな……
お前がここを出ていった後、ドアをノックする音が聞こえて……俺の緊張は頂点に達し
た！だが！！」
「彼も大物だと思うけど？」
　ドアを閉めて、それに背中を預けて法井は、さも気楽そうに言う。
「あんな、真崎の男バージョン野郎を大物呼ばわりするなあぁぁっ！！」
　そこで神薙は立ち上がり、彼の叫びは頂点を極めた。さすがに声の大きさに耐えきれず
法井は思わず耳を塞いでしまう。
「あの野郎、研究の時以外ははしゃぎすぎなんだよ！　女みたいに！　あいつ、「Ｍ・
Ｄ」の人間なんかじゃなくて、真崎んちの隠し子なんかじゃねーだろーな！」
「……違うわよ、彼はれっきとした明智家の次男よ。最も、父親達からはあまりよく思わ
れていないみたいだけど。」
「……だろうよ、どうせデキのいいお坊っちゃんに嫉妬でもしてんだろ。あの二代目って
のは。」
「…………へぇ？」
　法井は、澄んだブルーの双眸を見張り、心底から感心した様な声を出した。
「分かってたのね。「医学王朝」の実体を。」
「実体が分かるとか、そういう問題じゃないけどな……あれだけテレビで報道されりゃ、
いやでも分かるさ。あの二、三代目ってのは、そりゃ頭はいいんだろうが、肝心の医学に
対する情熱ってのか、それをいわせりゃからっきしだ。奴等、金と名声にしか興味を持て
ない人間だよ、ありゃ。」
　最後のあたりはトーンを少し落として、神薙は言い終えると同時に俯いた。どこか悲し
げな、暗い色を帯びた双眸を、薄汚れた床に向ける。
「俺は、もともと口数の少ない、物静かな人間だった。ま、真崎の奴と会ってからは少し
いや……かなりか。変わってきたけどな。それでも未だに俺の“能力”は残ってる。こっ
ちが黙って相手のする事───話し方、歩き方、食べ方、笑い方───それをじっと見て
いると、何となく分かってくるんだ。ああ、こいつはこういう人間なんだなって。そして
自分で認めた人間としか、俺は話をしない。自分にとって、本当にいい人間と思える人と
しか。」
　そこまで話して、ふと彼は何か思い出した様に、顔を上げる。
「……まぁ、あんたがもし本当に地球の分身ってのなら、こんな事話す必要はないか。地
球上の事はみんな分かってんだよな、確か。」
　そして、法井に自嘲じみた笑みを浮かべてみせる。その後、すぐに神薙はまた机の方に
視線を落とし、
「分かってるよ。本当は、こんな付き合う人間の選び方をしてはいけない事くらい。だが
な、それでも本当に“悪い”人間とはせめて接したくないんだ。」
「……………………。」
　法井は、ドアに預けていた背中を戻して、二・三歩前に出た。神薙の方に。彼女からは
神薙の表情は見えないが、それでも彼女にはそれがよく分かった。“地球”としての能力
からか、あるいは“彼女”自身の持つ感情からかは知らないが。
「明智流雲……か。いい奴だよ、あいつは。確かにちょっと変なところもあるけど、医学
に対する情熱に関しては、あいつが本当の三代目、いや二代目に相応しい男さ。研究の話
となると、目の色が変わるからな。確かに、あんたの人選はまんざら間違ってはいなかっ
たよ。」
　そして───彼は再び振り向いた。
「いや……最高だった、かもな。」
「……………………。」
「教えてくれ。キャッドは本当に普通に研究するだけでは治療法は解決しないのか？」
「……どうやら、」
　ようやく、法井は閉ざしていた口を開いた。そこから、さっきまでの陽気な口調とは違
う、深刻なそれが紡ぎ出される。
「私の、本当の最高の人選はあなただった様ね。」
「……………………？」
　真面目に法井は言うのだが、神薙はそれを聞いて眉をひそめるだけだった。流雲でなく
て、自分が最高の人選だという事、何より、何故自分に“選ぶ”という言葉がつくのかが
分からない。
「私はただ、単にあなたを選んでここに来たってわけじゃないの。あなたの所に来たのは
それなりの理由があるのよ。」
「……理由？」
「あなたより医学に長けている人は、世界中、いや、日本中にだって大勢いるわ。それは
勿論、自分でも分かっているでしょ？」
「当然だ。」
「それでも、あなたしかいないの。キャッドを治せる医者は……あなたしか。」
「……何故だ？」
　訝る神薙に、法井は少し悪戯っぽく───そしてどこか、優しげに笑って、
「それもあなた自身、分かってるんじゃない？医者にとって大切なのは、知識よりも情熱
人間としての優しさ───それを、あなたが世界中のどの医者よりも強く感じている。私
が治療の依頼をあなたに求めたのは、そういうわけよ。」
「治療の依頼って、キャッドの事か？」
「……ま、そうとも言うけど。」
　そう言って、神薙のそばにある椅子を手元に引いて腰を下ろす。神薙と向かい合う様に
とても近くに───
「正確に言えば、私を蝕むキャッドを治療してほしいんだけど、ね。」
「……何だって？」
　平然と、ごく自然に言った、法井の発言に神薙は目を丸くした。
「何も、キャッドは生物だけを冒す病気じゃないのよ。ありとあらゆる物質……その分子
レベルの構成を、徐々に分解していく───それがキャッドという病の内容。その現象が
進行する速度は、人間をはじめ、犬や猫といった動物、それに植物といったもの───つ
まり、生物の細胞が特に早いの。今はその症状の現れが最も早い人間だけにスポットが当
てられているだけであって、実際は建築物や鉱物もキャッドに冒されているのよ。ただ、
他の物質における現象には、まだ誰も気付いていないの。そしてそれは、いまや世界の、
いいえ、地球の約三パーセントを蝕みつつある───
　ブルーの双眸に悲しい色を湛え、神薙の顔を見上げて彼女は言った。患者が、医者に自
分の症状を訴える時のそれと同じ様に。
　神薙は驚いていた。いや、あっけにとられていたのかもしれない。丸くなっていたその
双眸は、今や光を失いそうになっていた。
「……つまり、キャッドという病気は……」
　唾を飲み込む音が、はっきりと聞こえた。
　法井が、静かな眼差しで頷いて応える。それに合わせるかの様に、神薙の口が力なく動
く。
「キャッド……星を冒す病…………？」
